
主な成果
⚫ 防除判断の難しいネギべと病のスケジュール散布に頼らない予防防除ポイント

⚫ 近年、新系統の発生や多発生によって防除回数が現地で増加傾向にある害虫種

でも散布回数を減らして、慣行と同等の効果が得られる防除体系を検証

課題名：農作物の病害虫に関する現地対策調査

問い合わせ先：農林センター環境部 0771-22-6494

グリーンな防除への転換支援マニュアルを作成

農林センター

【様式１】

「みどりの食料システム戦略緊急対策交付金・みどりの食料システム戦略推進交付金のうちグリーンな栽培体系への転換サポート」
（令和４年～６年）により実施しました

⚫ 化学農薬の使用回数を減じ、生産者の防除コスト、労力を軽減できます。

⚫ みどりの食料システム法に基づく京都府みどりの食料システム基本計画に示された

化学農薬使用低減の取組みの一助となります。 

期待される
波及効果

成果の内容

普及

ネギべと病

化学農薬の散布回数を低減

（慣行８回以上 ５～６回)

エダマメの

ハスモンヨトウ、ハダニ

ネギの

ネギハモグリバエ、

シロイチモジヨトウ 

トマトの

タバココナジラミ

化学農薬の散布回数を低減

（慣行１１回 ８回)

化学農薬の散布回数を低減

（慣行１５剤 １２剤)

殺虫効果の高い薬剤

黄色粘着フィルム

（物理的防除方法）

・作型別防除ポイント１

⇒秋季感染を防ぎます

・作型別防除ポイント２

⇒春季感染を防ぎます

・作型別防除ポイント３

⇒分生子拡散を防ぎます

化学農薬の散布回数を低減

（慣行１４回 ９回)

発生消長を確認

両害虫に効果の高い

薬剤で同時防除

効果の高い9剤を選定

発生状況を確認

IRACコードが異なる殺虫
剤を ローテーション散布
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